
EVM User's Guide: ADS125H18EVM-PDK
ADS125H18EVM-PDK 評価基板

説明

ADS125H18 評価基板 (EVM) は、24 ビット、8 チャネル

の多重デルタ シグマ (ΔΣ) A/D コンバータ (ADC) である 

ADS125H18 の性能を評価するためのプラットフォームで

す。この製品は、プロセスレベル (10V、4mA ～ 20mA) 
の入力を直接測定できるように設計されています。
ADS125H18 は、最大 1MSPS のサンプル レート、柔軟

なシーケンサ、低ノイズの電圧リファレンスと多くの診断機
能を備えており、高信頼性システムの設計を支援します。
ADS125H18EVM-PDK を使用すると、ユニバーサル シリ

アル バス (USB) インターフェイス経由で接続されたハー

ドウェア、ソフトウェア、コンピュータを使ってデバイスを簡
単に評価できます。

設計を開始

1. ti.com で評価基板を注文

2. ADS125H18EVM-PDK ツール フォルダから 最新ソ

フトウェアをダウンロード
3. スタート メニューから ADS125H18 EVM GUI を起動

4. ADS125H18 評価基板を PHI コントローラ ボードに

接続し、PHI ボードを ADS125H18 EVM GUI を実

行しているコンピュータに接続

特長

• ADS125H18 の診断テストおよび高精度な性能評価

に必要なハードウェアとソフトウェア
• PHI コントローラは、デジタル入出力用の USB 2.0 (ま

たはそれ以降) を介して ADS125H18 への便利な通

信インターフェイスを提供
• 64 ビット Microsoft® Windows® 10 オペレーション 

システム対応の使いやすい評価ソフトウェア
• ソフトウェア スイートには、データ キャプチャ、ヒストグラ

ム分析、スペクトル分析用のグラフィカル ツールが含ま

れています。また、このスイートは後処理のためにデー
タをテキスト ファイルにエクスポートする機能も備えて

います。

アプリケーション

• PLC アナログ入力モジュール

• 産業用ロボットのアナログ I/O モジュール

• HVAC コントローラ
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1 評価基板の概要

1.1 はじめに

ADS125H18EVM-PDK は、24 ビット、8 チャネルの多重デルタ シグマ (ΔΣ) ADC である ADS125H18 の性能を評価

するためのプラットフォームです。この製品は、プロセスレベル (10V、4mA ～ 20mA) の入力を直接測定できるように設

計されています。この評価キットには、ADS125H18 評価基板と高精度ホスト インターフェイス (PHI) コントローラ ボード

が含まれており、付属のコンピュータ ソフトウェアを使用することで、USB 経由で ADC と通信し、データ キャプチャおよ

び分析が可能です。ADS125H18 評価基板には、ADS125H18 とその性能を評価するために必要なすべての周辺アナ

ログ回路および部品が含まれています。PHI ボードは、USB ポート経由で ADS125H18 評価基板からコンピュータへの

通信インターフェイスを提供します。

このユーザー ガイドには、包括的な回路説明、回路図、部品表が掲載されています。このドキュメント全体を通して、略称 

EVM と 評価基板 という用語はいずれも ADS125H18 評価基板を指します

1.2 キットの内容

ADS125H18EVM-PDK は、図 1-1 に示すように、次の部品を含みます：

1. PHI コントローラ ボード

2. ADS125H18 評価基板は、デバイスの動作および PHI ボードとの通信に必要な ADS125H18 と周辺回路を搭載し

ています。
3. PHI ボードと評価基板 GUI 間の通信用 A-to-Micro-B USB ケーブル。

4. 評価基板の GUI は、EVM ツール フォルダからオンラインで入手可能

A-to-Micro-B 

USB Cable
ADS125H18EVM GUI

ADS125H18EVM

JP2

5.5V

LDO IN

EXT PWR

JP1

IOVDD

PHI

JP3

AVDD

ADC

External 

Signal 

Source

Included in kit

図 1-1. 評価用システム接続
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1.3 仕様

以下の仕様は、ADS125H18 評価基板ボードと PHI ボードに適用されます。

表 1-1. 仕様

パラメータ 条件 値

温度 自由大気での推奨動作温度範囲、TA 15℃ ≤ TA ≤ 35℃

電源入力範囲 (ユニポーラ)
GND に対する J14-3 (+Vin) の推奨電圧入力範囲 5.5V ≤ +Vin ≤ 6.5V

電源電流範囲 |Is| 0.25A ≤ |Is| ≤ 0.5A

電源入力範囲 (バイポーラ)

推奨電圧入力範囲

GND に対する J14-1 (-Vin)
-6.5V ≤ -Vin ≤ -5.5V

電源電流範囲 |Is| 0.25A ≤ |Is| ≤ 0.5A

入力電圧範囲

AIN0 ～ AIN15 入力における GND 基準

の絶対入力電圧

V12 デバイス バリアント -12.5V ≤ AINx ≤ 12.5V

V20 デバイス バリアント -20.5V ≤ AINx ≤ 20.5V

V40 デバイス バリアント -40.5V ≤ AINx ≤ 40.5V

EXT クロック 推奨周波数範囲 (fCLK) 0.5MHz ≤ fCLK ≤ 26.2MHz

外部デジタル I/O (外部クロックを含む)

GND 基準の推奨ロジックレベル (ヘッダ 

J12 またはコネクタ J13 に適用)
ロジック レベル Low (VIOl) 0V ≤ VCLKl ≤

0.3*IOVDD

ロジック レベル High (VIOh) 0.7*IOVDD ≤ VCLKh ≤ 
IOVDD

ADS125H18 AVDD ～ AVSS 推奨電圧範囲 (JP3-2 に印加)、外部ソー

ス

高速または中速モード 4.5V ≤ AVDD ≤ 5.5V

低速または超低速モード 3V ≤ AVDD ≤ 5.5V

GND に対する ADS125H18 |AVSS/
AVDD1| の比

推奨絶対比範囲、外部ソース、

DGND = GND
|AVSS/AVDD1| ≤ 1.2V/V

ADS125H18 AVSS ～ GND 推奨電圧範囲 (JP2 の 2–3 位置)、DGND = GND -2.75V ≤ AVSS ≤ 0V

ADS125H18 IOVDD ～ GND 推奨電圧範囲 (JP1-1 に印加)、外部ソース、DGND = GND 1.65V ≤ IOVDD ≤ 5.5V

ADS125H18 基準 REFP ～ AVSS

推奨電圧範囲 (J9 装着、U20 未装着)、外

部ソース
REFP バッファがオフ 1V ≤ REFP ≤

AVDD + 0.05V

REFP バッファがオン 1V ≤ REFP ≤ AVDD -
0.7V
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1.4 製品情報

このセクションでは、ADS125H18 デバイス ファミリに関する重要な情報を紹介します。表 1-2 には、ADS125H18 デバイ

ス ファミリのすべての ADC に共通するパラメータと機能の一部を示し、表 1-3 には ADS125H18 デバイス ファミリの 

ADC の主な違いの一覧を示します。デバイスの完全な仕様については、ADS125H18 データシートを参照してください。

表 1-2. ADS125H18 デバイス ファミリの主な特長とパラメータ

パラメータ 値

最大データ レート 1.067MSPS

入力インピーダンス ≥1MΩ

内蔵機能

• 柔軟なチャネル シーケンサ

• FIFO (同相電圧) バッファ

• 電圧リファレンス

• 発振器

• テスト DAC
• 故障検出

パッケージ VQFN-36

パッケージ サイズ 5.00mm × 5.00mm

仕様温度範囲 -40℃ ≤ TA ≤ 125℃

表 1-3. ADS125H18 デバイス ファミリの ADC オプション

デバイス 分解能
チャネル構成

(入力電圧範囲) 高電圧入力範囲

ADS125H18V12

24 ビット

16 個の高電圧チャネル

(「高電圧入力範囲」の列を参照)

±12V

ADS125H18V20 ±20V

ADS125H18V40 ±40V

ADS115H18V12

16 ビット

±12V

ADS115H18V20 ±20V

ADS115H18V40 ±40V

ADS125H14V12

24 ビット 8 個の高電圧チャネル

(「高電圧入力範囲」の列を参照)
8 個の低電圧チャネル

(≤AVDD)

±12V

ADS125H14V20 ±20V

ADS125H14V40 ±40V

ADS115H14V12

16 ビット

±12V

ADS115H14V20 ±20V

ADS115H14V40 ±40V

ADS125H18 評価基板には ADS125H18V20 があらかじめ実装されています。また、ADS125H18 EVM GUI は 

ADS125H18V20 と組み合わせて動作するよう設計されています。表 1-3 にリストされている任意のデバイスで 

ADS125H18V20 を置き換えることは可能です。ただし、評価基板に実装されている ADS125H18V20 を交換した場合、

ADS125H18 EVM GUI や PHI コントローラ カードは使用できません。外部コントローラで ADS125H18 評価基板を使

用する方法の詳細については、セクション 2.7 を参照してください。特に記述のない限り、これ以後このドキュメントでは 

ADS125H18V20 が評価基板に実装されていることを前提とします。

図 1-2 に、16 ビット ADS115H18 および 24 ビット ADS125H18 のすべての入力範囲オプションのブロック図を示しま

す。
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図 1-2. ADS115H18 と ADS125H18 のブロック図
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2 ハードウェア

2.1 アナログ入力

ADS125H18 評価基板は、複数の構成方法をサポートしています。この評価基板はデフォルトで、差動電圧測定、差動

電流測定、シングルエンド電流測定、または差動電圧 / 差動電流の複合測定に対応した入力チャネルを備えています。

表 2-1 に、各 ADC チャネルのデフォルト構成を示します。以後のセクションでは、各構成タイプにおける入力構造につい

て詳しく説明します。

表 2-1. 各 ADC チャネル ペアのデフォルト設定

ADC チャネル デフォルト構成

AIN0 シングルエンド電流

AIN1 シングルエンド電流

AIN2 / AIN3 差動電流 / 差動電圧

AIN4 / AIN5 差動電流 / 差動電圧

AIN6 シングルエンド電流

AIN7 シングルエンド電流

AIN8 / AIN9 差動電圧

AIN10 / AIN11 差動電圧

AIN12 / AIN13 差動電流

AIN14 / AIN15 差動電流
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2.1.1 差動電流入力チャネル

図 2-1 には、デフォルトで -20mA ～ +20mA の差動電圧信号を測定する 1 つの入力チャネルの回路図が示されていま

す。この電流は PCB 上に実装されたシャントを流れ、電圧に変換された後に ADS125H18 で測定されます。表 2-2 は、

差動電流入力チャネルの回路図における各部品の機能を示しています。さらに、表 2-2 は 図 2-1 の部品識別子を参照

していますが、表の内容は一般的にすべての差動電流入力チャネルに適用されます。
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図 2-1. 差動電流入力チャネル

表 2-2. 重要な部品 (差動電流入力チャネル)
部品 機能

端子台 (J1) 端子台ごとに 1 つの差動電流信号を印加します

TVS ダイオード

(U2、U3)
• ADC に流れ込む過渡電圧を制限する保護デバイス

• 推奨部品 (TVS3301) は、標準的なブレークダウン電圧 37.5V で双方向の電圧保護を提供します

TVS ダイオードは、デフォルトではこのチャネルには未実装

シャント (R14) 電流信号を ADC が読み取るための電圧に変換します

ツェナー ダイオード (D5、D6) 正または負の過電圧イベントが持続する場合に、シャントを流れる電流を制限する保護デバイス

PTC ヒューズ (F1) 温度の上昇に伴い抵抗が増加する保護デバイス。これにより回路全体の抵抗も増加します。抵抗の増加により、

過電圧イベントが持続した場合にシャントに流れる電流が制限されます。

フィルタ部品 (R18、R19、C15、

C16、C24)
必要に応じて、追加の入力フィルタリングを提供します

コンデンサは、デフォルトではこのチャネルには未実装。実装されている抵抗は 0Ω。

図 2-1 は、デフォルトの電流入力チャネルの構成が差動であることを示しています。その結果、この評価基板は、異なる

同相電圧にある入力電流の測定をサポートします。ただし、任意の入力ピンの絶対電圧が ADS125H18 データシートに

規定された値を超えないことを確認してください。

PCB に実装されているシャントおよびツェナー ダイオードを取り除き、さらに PTC ヒューズを 0Ω 抵抗に置き換えること

で、差動電流入力チャネルを差動電圧入力チャネルとして構成することもできます。
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2.1.2 差動電圧入力チャネル

図 2-2 には、デフォルトで -10V ～ +10V の差動電圧信号を測定する 1 つの入力チャネルの回路図が示されています。

この電圧は ADS125H18 によって直接測定されるため、外部での減衰は不要です。表 2-3 に、差動電圧入力チャネル

回路図の各部品の機能を示します。さらに、表 2-3 は 図 2-2 の部品識別子を参照していますが、表の内容は一般にす

べての差動電圧入力チャネルに適用されます。
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図 2-2. 差動電圧入力チャネル

表 2-3. 重要な部品 (差動電圧入力チャネル)
部品 機能

端子台 (17) 端子台ごとに 1 つの差動電圧信号を印加します

TVS ダイオード (U19、U20) • ADC に流れ込む過渡電圧を制限する保護デバイス

• 推奨部品 (TVS3301) は、標準的なブレークダウン電圧 37.5V で双方向の電圧保護を提供します

TVS ダイオードは、デフォルトではこのチャネルには未実装

シャント (R51) 電流信号を ADC が読み取るための電圧に変換します

シャントは、デフォルトではこのチャネルには未実装

ツェナー ダイオード (D16、D18) 正または負の過電圧イベントが持続する場合に、シャントを流れる電流を制限する保護デバイス

このチャネルのツェナー ダイオードは、デフォルトでは未実装

0Ω 抵抗

(R54)
差動電流測定用にこのチャネルを再構成した場合にのみ取り付ける必要がある、PTC ヒューズ用のプレースホ

ルダ

フィルタ部品 (R48、R49、C41、

C47、C48)
必要に応じて、追加の入力フィルタリングを提供します

コンデンサは、デフォルトではこのチャネルには未実装。実装されている抵抗は 0Ω。

図 2-2 は、デフォルトの電圧入力チャネル構成が差動であることを示しています。その結果、この評価基板は、異なる同

相電圧にある入力電圧の測定をサポートします。ただし、任意の入力ピンの絶対電圧が ADS125H18 データシートに規

定された値を超えないことを確認してください。

PCB に実装されたシャントとツェナー ダイオードを取り付け、さらに 0Ω 抵抗を PTC ヒューズに置き換えることで、差動電

圧入力チャネルを差動電流入力チャネルとして構成することもできます。
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2.1.3 差動電流および電圧入力チャネルの統合

図 2-3 には、デフォルトで -10V ～ +10V の差動電圧信号を測定する 1 つの入力チャネルの回路図が示されています。

ただし、ユーザーがこのチャネルを構成することで、-20mA ～ +20mA の差動電流信号を測定することもできます。絶縁

型スイッチは、入力端子間の PCB に取り付けられたシャントを接続または切断することで、2 つのモードを選択します。こ

のチャネルは、デフォルトで差動電圧測定が可能で、PCB に取り付けられたシャントが回路から取り外せるようになってい

ます。ADC GPIO ピンは絶縁型スイッチを制御し、GUI によってトグルします。これにより、電流または電圧は 

ADS125H18 によって直接測定されるため、外部での減衰は必要ありません。
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図 2-3. 差動電流および電圧入力チャネルの統合

表 2-4 には、差動電流および電圧入力チャネルの組み合わせ回路図における各部品の機能が示されています。さらに、

表 2-4 は部品指示子を具体的に 図 2-3 から参照していますが、表の情報は一般的に、差動電流および電圧入力チャネ

ルのすべての組み合わせに適用されます。

表 2-4. 重要な部品 (差動電流および電圧入力チャネルの統合)
部品 機能

端子台 (J12) 端子台ごとに 1 つの差動電流または電圧信号を印加します

TVS ダイオード (U13、U14) • ADC に流れ込む過渡電圧を制限する保護デバイス

• 推奨部品 (TVS3301) は、標準的なブレークダウン電圧 37.5V で双方向の電圧保護を提供します

TVS ダイオードは、デフォルトではこのチャネルには未実装

絶縁型スイッチ (K2) • ADC GPIO3 制御の低オーム (最大 0.35Ω) スイッチ

• 電流モードでこのスイッチを有効化、電圧モードで無効化します

• 両方のスイッチ (K1 [表記なし] と K2) は同じ GPIO によって制御されるため、常に同じモードになります

• デフォルトの測定モードは差動電圧モードです

シャント (R31) 電流信号を ADC が読み取るための電圧に変換します

ツェナー ダイオード (D12、D13) 正または負の過電圧イベントが持続する場合に、シャントを流れる電流を制限する保護デバイス

PTC ヒューズ (F6) 温度の上昇に伴い抵抗が増加する保護デバイス。これにより回路全体の抵抗も増加します。抵抗の増加により、

過電圧イベントが持続した場合にシャントに流れる電流が制限されます。

フィルタ部品 (R29、R35、C35、

C37、C43)
必要に応じて、追加の入力フィルタリングを提供します

コンデンサは、デフォルトではこのチャネルには未実装。実装されている抵抗は 0Ω。

図 2-3 は、デフォルトの入力チャネル構成が差動入力であることを示しています。その結果、この評価基板は、異なる同

相モード電圧での電流入力と電圧入力の測定をサポートします。ただし、任意の入力ピンの絶対電圧が ADS125H18 デ
ータシートに規定された値を超えないことを確認してください。
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2.1.4 シングルエンド電流入力チャネル

図 2-4 に、2 つの入力チャネルの回路図を示します。各チャネルは、デフォルトで 0mA 〜 +20mA のシングルエンド電

流信号を測定します。この電流は、PCB 上に実装されたシャントを流れ、電圧に変換された後に ADS125H18 で測定さ

れます。表 2-5 では、シングルエンド電流入力チャネル回路図の各部品の機能を説明します。さらに、表 2-5 は 図 2-4 
の部品識別子を参照していますが、表の情報は一般的にすべてのシングルエンド電流入力チャネルに適用されます。
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図 2-4. シングルエンド電流入力チャネル

表 2-5. 重要な部品 (シングルエンド電流入力チャネル)
部品 機能

端子台 (J14) 端子台ごとに 1 つまたは 2 つのシングルエンド電流信号を印加します

TVS ダイオード

(U15、U16)
• ADC に流れ込む過渡電圧を制限する保護デバイス

• 推奨部品 (TVS3301) は、標準的なブレークダウン電圧 37.5V で双方向の電圧保護を提供します

TVS ダイオードは、デフォルトではこのチャネルには未実装

シャント (R43、R55) 電流信号を ADC が読み取るための電圧に変換します

ツェナー ダイオード (D5、D6) 正の過電圧イベントが持続する場合に、シャントに流れる電流を制限する保護デバイス。負の過電圧イベントが

持続する場合、ダイオードは順方向バイアスされ、ダイオードの順方向電圧降下を測定できます。

PTC ヒューズ (F7、F8) 温度の上昇に伴い抵抗が増加する保護デバイス。これにより回路全体の抵抗も増加します。抵抗の増加により、

過電圧イベントが持続した場合にシャントに流れる電流が制限されます。

フィルタ部品 (R44、R56、C38、

C51、C53)
必要に応じて、追加の入力フィルタリングを提供します

コンデンサは、デフォルトではこのチャネルには未実装。実装されている抵抗は 0Ω。

図 2-4 は、電流入力チャネルのデフォルト構成がシングルエンドであることを示しています。その結果、入力信号間の同

相電圧差は許容されません。また、任意の入力ピンの絶対電圧が ADS125H18 データシートに規定された値を超えない

ことも確認してください。

PCB に実装されたシャントとツェナー ダイオードを取り除き、さらに PTC ヒューズを 0Ω 抵抗に置き換えることで、シング

ルエンド電流入力チャネルをシングルエンド電圧入力チャネルとして構成できます。
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2.2 ADC の接続とデカップリング

図 2-5 に、ADS125H18 データ コンバータへのすべての接続を示します。各電源接続には、1μF デカップリング コンデ

ンサをご使用ください。これらのコンデンサが物理的にデバイスの近くに配置され、グランド プレーンに確実に接続される

ようにします。各デジタル ピンには、駆動ソース付近に 49.9Ω の直列抵抗が配置されています。これらの抵抗はデジタル

信号のエッジを平滑化し、オーバーシュートとリンギングを最小限に抑えます。厳密には必須ではありませんが、デジタル
信号の整合性向上のために、最終設計にこれらの部品を組み込むこともできます。また、デジタル入力の RESET および 

START には 10kΩ のプルアップまたはプルダウン抵抗が配置されており、ADC が既知の状態で起動することを確認で

きます。

ADS125H18

49.9R28
49.9R30

A0
A1
A2
A3
A4
A5
A6

Place capacitors near ADC supply pins

REFOUTREFP

1µF
C30

1µF
C27

1µF
C39

A7

A9
A10
A11

CAPA

CAPD

IOVDDAVDD

REFOUT
REFP

A12
A13
A14

A8

A15

AVDD IOVDD CAPA CAPD

IOVDD

AVDD

EXT_CLK

GPIO3

42

SN74LVC1G17DCKT

U10A

VCC
5

GND
3

NC
1

U10B

V/I_SW_CONTROL

100nF
C26

Bu�er for photoMOS  
control GPIO (10mA total)

GPIO3

IOVDD

10.0k
R36

10.0k
R33

DNP

GND GND

GND

GND GND

CS

DRDY

SDI
SCLK

SDO / DRDY

AVSS AVSS AVSS AVSS

AVSS

AVSS

AVDD

GNDGND

AVSS

1µF
C23

1µF
C22

1µF
C29

1µF
C33

1µF
C42

RESET
START

IOVDD

AVSS

1

J13

DNP

Unipolar supply: only install 0ohm  
resistor connected to AVDD (default)

Bipolar supply: only install 0ohm  
resistor connected to GND

AIN0
1

AIN1
2

AIN2
3

AIN3
4

AIN4
5

AIN5
6

AIN6
7

AIN7
8

AIN8
9

AIN9
10

AIN10
11

AIN11
12

REFOUT
13

REFP/TDACOUT
14

REFN
15

RESET
16

GPIO0/START
17

CS
18

SCLK
19

SDI
20

SDO/DRDY
21

GPIO1/DRDY
22

GPIO2/CLKIN
23

IOVDD
24

DGND
25

CAPD
26

GPIO3/FAULT
27

AVSS
28

CAPA
29

AVDD
30

RESP
31

RESN
32

AIN12
33

AIN13
34

AIN14
35

AIN15
36

EP
37

ADS125H18IRHBR

U12

Pull START down to ground  
to control conversions using  
the START/STOP bits

OR

Pull START up to IOVDD to  
control conversions using the  
START pin (must be enabled  
in the CFG register)

10.0k
R34

GND

図 2-5. ADC の接続とデカップリング

図 2-5 には、RESP ピンの 2 つの異なる構成も示しています。RESP ピンはフローティング入力の電圧レベルを設定しま

すが、この電圧レベルは AVDD の電源構成によって決まります。デフォルトの評価基板 AVDD 電源構成はユニポーラで

す。この設定では、RESP が AVDD に接続するように R65 を取り付ける必要があります。バイポーラ電源の場合は、R65 
を取り除き、R66 に 0Ω の抵抗を取り付けます。評価基板電源オプションの詳細については、セクション 2.4 を参照してく

ださい。

最後に、図 2-5 には ADC の GPIO3 出力ピン用のバッファが含まれています。GPIO3 ピンには、両方の絶縁スイッチを

オンにするのに十分な駆動能力がありません (図 2-3 を参照)。代わりに、バッファが追加の電流を供給することで、両方

のスイッチを同時に有効化できるようにします。
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2.3 デジタル インターフェイス

セクション 1.1 に記載されているように、評価基板は PHI と接続し、USB を介してコンピュータと通信します。PHI は、評

価基板上の 2 つのデバイスである ADS125H18 (SPI 経由) と EEPROM (I2C 経由) と通信します。この EEPROM は、

ADS125H18 プラットフォームの構成と初期化に必要な情報が事前プログラミングされた状態で出荷されます。ハードウェ

アの初期化後、EEPROM は使用されなくなります。

ADS125H18 には、CPOL = 0 および CPHA = 1 などの SPI シリアル通信が必要です。図 2-6 に示されるヘッダ J10 
は、ロジック アナライザでデジタル信号をプローブするためのテスト ポイントを提供します。さらに、ヘッダ J10 を使用し

て、外部コントローラからの通信信号を接続することもできます。ヘッダ J10 に外部信号を印加する前に、コネクタ J11 か
ら PHI コントローラ カードを取り除きます。
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図 2-6. 評価基板デジタル インターフェイスと EEPROM

図 2-5 と同様に、各デジタル ピンには駆動ソース付近に 49.9Ω の直列抵抗が配置されています。これらの抵抗はデジタ

ル信号のエッジを平滑化し、オーバーシュートとリンギングを最小限に抑えます。厳密には必須ではありませんが、デジタ
ル信号の整合性向上のために、最終設計にこれらの部品を組み込むこともできます。

図 2-6 は、ジャンパ JP3 が PHI_DVDD と IOVDD 回路を接続することも示しています。デフォルトでは、PHI_DVDD ネ
ットはジャンパ JP3 を介して ADC のデジタル電源 (IOVDD) ピンに 3.3V を供給します。JP3 のシャントを取り除き、電流

メーター (電流計) を接続して、ADC が消費するデジタル電流を測定します。必要に応じて、ジャンパ JP3 のシャントを取

り外すことで、ジャンパ JP3 のピン 1 に外部 IOVDD 電源を接続することも可能です。ジャンパ JP3 のピン 1 に印加する 

IOVDD 電圧が、外部コントローラで使用される I/O 電圧と同じであることを確認します。
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2.4 電源

図 2-7 に ADS125H18 評価基板に搭載されているアナログ電源回路を示します。デフォルト構成では、ADC アナログ電

源 (AVDD) ピンにユニポーラ 5V の電圧が印加されます。外部電源のほか、±2.5V のバイポーラ電源向けオプションも利

用可能です。LED は電源電圧の有効状態を示します。表 2-6 では、重要な電源コンポーネントと機能について説明しま

す。
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図 2-7. 評価基板電源

表 2-6. 重要コンポーネント (電源)
部品 機能

入力電圧ジャンパ (JP1) LDO 電源を選択：PHI (ピン 1) からのオンボード 5.5V、または外部電源 (ピン 3) からの電源

端子台 (J3) ジャンパ JP1 でピン 3 を選択した場合、ピン 3 に正電源電圧、ピン 1 (該当する場合) に負電源電圧を印加しま

す。外部電源入力が、図 2-7 に示す規定の制限範囲内にあることを確認します。

端子台 J3 は、デフォルトでは未実装です。

TPS7A4700：可変正出力 LDO 
(U1)

PHI 5.5V を入力として使用、デフォルトで 5V を AVDD に出力

必要に応じて、R4 を除く抵抗 R3～R9 で LDO 出力電圧を調整します。

AVDD ジャンパ (JP2) シャントを取り外し、電流メーター (電流計) を用いて ADC の消費アナログ電流を測定

必要に応じて、ピン 2 で外部電圧を ADC AVDD ピンに直接印加します。入力電圧が ADS125H18 データシ

ートで規定された範囲内にあることを確認してください

TPS7A300：固定負出力 LDO 
(U22)

低ノイズでクリーンな –2.5V 信号を ADC アナログ グランド (AVSS) ピンに供給。「端子台 (J3)」の説明に従い、

外部負入力の供給が必要です。

TPS7A300 は、デフォルトでは未実装。
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表 2-6. 重要コンポーネント (電源) (続き)
部品 機能

0Ω 抵抗 (R16、R60) AVSS プレーンへの接続を選択。デフォルトでは、AVSS が GND に短絡されたユニポーラ電源用に評価基板

が構成されています。

バイポーラ電源の場合、抵抗 R60 を取り外し、R61 の位置に 0Ω の抵抗を取り付けます。

抵抗 R60 は、デフォルトでは未実装です。

LED (D1、D2) AVDD (D1) と IOVDD (D2) の電源が有効かどうかを示す

デフォルトでは、ADS125H18 評価基板は PHI コントローラ カードから供給される 5.5V のユニポーラ電源電圧を使用す

る構成になっています。ただし、表 2-7 に示すように、いくつかの異なる電源構成も可能です。

表 2-7. ADS125H18 評価基板でさまざまな電源オプションを構成する

構成 実装手順

可変 LDO の (11) 出力電圧を変更 必要に応じて、R4 を除く抵抗 R3 ～ R9 を取り外して交換します。たとえば、LDO 出力電圧を 3V に設定する

には、0Ω 抵抗 R3 と R9 を取り外し、0Ω 抵抗 R6 (1.6V) を取り付けます。LDO の VREF = 1.4V なので、合計

電圧は 1.4V + 1.6V = 3V となります。

LDO 出力電圧は AVSS 基準であることに注意してください。

外部のユニポーラ電源電圧を LDO 
入力に印加

1. ジャンパ JP1 のシャントを取り外す

2. 外部電源のグランドを評価基板上のいずれかの GND テスト ポイントに接続

3. ピン 2 (LDO_IN) のジャンパ JP1 に 5.5V ～ 7V の範囲の電圧を印加

外部ユニポーラ電源電圧を AVDD 
に印加

1. ジャンパ JP2 のシャントを取り外す

2. 外部電源のグランドを評価基板上のいずれかの GND テスト ポイントに接続

3. ジャンパ JP2 のピン 2 を使用して、ADC の AVDD 入力に外部電圧を直接印加。入力電圧が ADC デー

タシートで規定されている範囲内であることを確認してください。

±2.5V の外部バイポーラ電源電圧

を使用
1. 端子台 J3 を取り付ける

2. 負の LDO (U22) とその周辺のすべての受動部品を取り付ける (図 2-7 参照)
3. 0Ω 抵抗 R16 および R65 を取り外す

4. 0Ω 抵抗 R60 および R66 を取り付ける

a. R16 と R60 の位置については、図 2-5 を参照

5. 外部電源のグランドを、端子台 J3 のピン 2 (GND) に接続

6. 端子台 J3 のピン 1 (-Vin) に –5.5V ～ –7V の電圧を印加

7. 端子台 J3 のピン 3 (+Vin) に、5.5V ～ 7V の電圧を印加
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2.5 電圧リファレンス

図 2-8 は、ADS125H18 評価基板に実装されたオプションの外部電圧リファレンス回路を示します。ADS125H18 は、ほ

とんどのアプリケーションで十分な低ノイズ、低ドリフトの電圧リファレンスを内蔵しています。また、必要に応じて、評価基
板 (EVM) は 2 つの外部電圧リファレンス オプションをサポートします。まずヘッダ ピン J11 を取り付け、このピンに外部

電圧源を印加します。次に、評価基板には 2.5V 電圧リファレンス REF6025 とその周辺回路が含まれます。ただし、これ

らの部品はデフォルトで評価基板に実装されていないため、ユーザーがインストールする必要があります。ADC に印加さ

れるすべての外部リファレンス電圧が、表 1-1 で説明されている電圧要件を満たしていることを確認します。また、外部リ

ファレンスを使用するために、必要に応じて ADC レジスタを構成します。詳細については、ADC データシートを参照して

ください。

AVDD

VIN
1

SS
3

FILT
4

EN
2

OUT_S
5

OUT_F
6

GND_F
7

GND_S
8

REF6025IDGKR

U6

DNP

22µF

C11DNP

10uF

C8DNP

120k

R10
DNP

0.047

R4
DNP

1µF

C12DNP

AVSS

1

J8

DNP

REFP

Resistor required to use voltage  

reference IC on the PCB

Resistor not required for external  

reference voltage provided by  

jumper

図 2-8. 外部リファレンス電圧回路オプション

2.6 クロック処理

図 2-9 に、SMA コネクタを使用した ADS125H18 評価基板上のオプションの外部クロック接続を示します。ADS125H18 
は、ほとんどのアプリケーションに十分な高精度の発振器を内蔵しています。必要に応じて、この評価基板には外部クロッ
クを有効にするための部品フットプリントが用意されています。デフォルトでは、SMA コネクタと直列抵抗は取り付けられて

いないため、開発ユーザーは評価基板に追加する必要があります。ADC に印加される外部クロック信号が、表 1-1 で説

明されているクロック要件を満たしていることを確認してください。また、外部クロックを使用する場合は ADC レジスタ構成

が必要になります。詳細については、ADC データシートを参照してください。
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図 2-9. 外部クロック接続オプション
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2.7 ADS125H18 評価基板を外部コントローラで使用する場合

ADS125H18 評価基板は、外部コントローラと容易に接続できるよう設計されています。この設計により、カスタム PCB 開
発の必要なく、ADS125H18 上でのアプリケーション コードとファームウェアのテストが可能です。このセクションでは、

ADS125H18 評価基板を外部コントローラで使用するために必要な特有の接続について説明します。図 2-10 に、このセ

クションで説明する各種ヘッダ、コネクタ、端子台の位置を示します。

図 2-10. ADS125H18 評価基板への外部コントローラ接続

以下の手順に沿って、外部コントローラと組み合わせて使用する ADS125H18 評価基板を準備してください：

1. PHI ボードを評価基板に接続している場合は取り除く

2. 外部コントローラのグランドとベンチ電源グランドを評価基板の GND ピンに接続

3. 外部ベンチ電源を ADC の AVDD ピンに接続するには、次の 2 つの方法のいずれか一方のみを実行します：

a. JP1 のシャントを取り除き、JP1 の「LDO_IN」ピンに 5.5V を印加

b. JP2 のシャントを取り除き、JP2 の「AVDD」ピンに AVDD 電圧を印加

4. JP3 のシャントを取り除き、JP3 の「IOVDD」ピンに IOVDD 電圧を印加して、外部ベンチ電源を ADC IOVDD ピン

に接続
5. 評価基板のヘッダ J10 にデジタル通信信号を印加：

a. POCI (ペリフェラル出力、コントローラ入力) をコントローラから SDO ピンに接続

b. PICO (ペリフェラル入力、コントローラ出力) をコントローラから SDI ピンに接続

c. SCLK をコントローラから SCLK ピンに接続

d. CS をコントローラから CS ピンに接続

e. I/O ピンをコントローラから DRDY ピンに接続。DRDY は ADC からの出力で、新しいデータを ADC からクロック

出力する準備の完了を示します。このピンを (ポーリングまたは割り込みで) 監視し、立ち下がりエッジ検出後に

のみデータを転送するユーザー定義のデータ収集ルーチンを作成します。
f. (オプション) コントローラ側の I/O ピンを START および RESET ピンに接続し、それぞれ変換制御とデバイスを

リセット

6. (オプション) 外部のクロックまたは電圧リファレンスを接続

7. 信号ソースを端子台に接続

外部電源電圧、通信信号レベル、および印加入力信号が 表 1-1 に示された仕様を満たしていることを確認します。
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3 ソフトウェア

3.1 ソフトウェアの説明

ADS125H18EVM-PDK-GUI ソフトウェア スイートには、データ キャプチャ、ADS125H18 レジスタのフル構成、時間ドメ

イン分析、ヒストグラム分析、スペクトル分析のためのグラフィカル ツールが含まれています。また、このスイートには後処

理のためにデータをテキスト ファイルにエクスポートする機能を備えています。

3.2 ADS125H18 GUI のインストール

ADS125H18 評価基板ツール フォルダの Tools and Software セクションから、EVM GUI インストーラの最新バージョン

をダウンロードします。次に、GUI インストーラを実行し、EVM GUI ソフトウェアをコンピュータにインストールします。

EVM GUI インストーラをローカル ハードディスクにダウンロードする前に、コンピュータで実行されているアン

チウイルス ソフトウェアを手動で無効にします。アンチウイルスの設定によっては、エラー メッセージが表示さ

れるか、installer.exe ファイルが削除される場合があります。

図 3-1 ～ 図 3-4 は、GUI インストール プロセス中に表示されるプロンプトを示します。ライセンス契約に同意し、画面の

指示に従ってインストールを完了します。

図 3-1. ADS125H18 EVM GUI インストール ウェルカム画面
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図 3-2. ADS125H18 EVM GUI インストール先フォルダ選択

図 3-3. ADS125H18 EVM GUI インストール準備完了
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図 3-4. ADS125H18 EVM GUI インストール中
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ADS125H18 評価基板には LabVIEW™ ランタイム エンジンが必要です。未インストールの場合は、このソフトウェアのイ

ンストールを求めるメッセージが表示されます。該当する場合は、実際の GUI インストール中にこのプロンプトが表示され

ます (図 3-4 を参照)。ただし、本ドキュメントでは LabVIEW™ インストール プロンプトは示しません。

図 3-5 に、インストール プロセス完了後の最後のプロンプトを示します。「Finish」(完了) ボタンをクリックしてインストーラを

終了します。

図 3-5. ADS125H18 EVM GUI インストール完了
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4 実装結果

4.1 ハードウェア接続

ソフトウェアをインストールした後、図 4-1 に示すように評価基板を接続します。

1. PHI の P2 を ADS125H18 評価基板の J11 に物理的に接続。付属のネジを取り付けて、しっかりとした接続を確保

します。
2. (オプション) 外部の電源、クロック、または電圧リファレンスを接続。

3. デフォルトのジャンパ位置を確認：JP2 と JP3 にはシャントが取り付けられており、JP1 のシャントは PHI 5V5 ネット

に接続されています。
4. USB ケーブルを PHI とコンピュータに接続。

a. PHI の LED D5 が点灯し、PHI が電源オンになっていることを示します。

b. PHI の LED D1 および D2 が点滅を始め、PHI が起動し PC と通信していることを示します。図 4-1 に、結果と

して得られる LED インジケータを示します。

5. 図 4-2 に示されたソフトウェア GUI を起動。PHI に FPGA ファームウェアがロードされると、LED がゆっくり点滅しま

す。これには数秒程度かかります。
6. 信号ソースを端子台に接続。信号ソースの電圧レベルと電流レベルが、表 1-1 に示す仕様を満たしていることを確認

します。

図 4-1. ADS125H18 評価基板へのハードウェア接続

図 4-2. EVM GUI ソフトウェアの起動
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4.2 GUI 動作

以下のセクションでは、ADS125H18 EVM GUI の操作および動作について説明します。

4.2.1 ADC キャプチャ設定とシーケンサ構成

図 4-3 では、左上隅の「 Pages」(ページ) コントロールを使用して、GUI の他のページにアクセスする方法を示します。こ

れらのコントロールを使って、任意の GUI ページに移動できます。図 4-3 は「ADC Capture」(ADC キャプチャ) ページも

示しています。このページを使用して、一般構成、ステップ構成パラメータ、シーケンサ モード、およびキャプチャするサン

プルまたはシーケンス数など、最も重要な ADC 設定を簡単に構成できます。

図 4-3. ADS125H18 EVM GUI ADC キャプチャ ページ — 一般構成

「General Configuration」(一般構成) タブでは、速度モード、内部リファレンス電圧、リファレンス バッファの状態、テスト 

DAC 範囲など、すべてのステップに共通する特定のパラメータを設定できます。また、必要に応じて 外部リファレンス電
圧 を入力できます。最後に、ADC キャプチャ ページで ADC DEVICE_ID レジスタを読み出すことにより、デバイスの減

衰が示されます。

図 4-3 のシーケンサ モードのドロップダウンのデフォルト オプションでは、ユーザーは 1 つのステップで n 回の変換をキ

ャプチャすることができます。n の値は GUI の左下にあるボックスに入力します。または、シーケンサを有効化して、有効

になっているすべてのステップの n 回の完全なシーケンスをキャプチャすることもできます。

図 4-4 に、「Step Configuration」(ステップ構成) タブを示します。これらのコントロールを使用して、各ステップの設定を

構成します。シーケンサが無効の場合、ステップ 0 のみが表示されます。

実装結果 www.ti.com/ja-jp
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図 4-4. ADS125H18 EVM GUI ADC Capture ページ — ステップ構成

表 4-1 では、図 4-4 に示された各フィールドの詳細を説明します：

表 4-1. 「Step Configuration」(ステップ構成) ページのパラメータ解説

項目番号 パラメータ 説明

1 REF_SEL このステップで使用するリファレンス電圧ソースを選択します

2 AIN このステップの測定チャネルを選択します

3 SYS_MON
このステップで測定するシステム モニタ オプションを選択します

注：システムモニタは AIN の選択よりも優先され (上記 #2 参照)、REF_SEL での選択に関係なく内部リファレン

スも使用されます

4 OWCS このステップでは、オープンワイヤ電流ソースを有効化または無効化します

5 FLTR_OSR
このステップの OSR を選択します

注：この OSR に対応するデータ レートを右側に示します (下記 #12 参照)

6 FLTR_MODE このステップのフィルタ モードを選択します

7 NUM_CONV このステップの変換数を入力します

8 DELAY
このステップに使用するプログラマブル遅延を入力します

注：遅延値は、変調器のクロック周期 (tMOD) 単位で測定され、16 ビットのフィールドで、16 進数で入力されます

9 EVM I/V SWITCH
このステップでの、評価基板の I/V スイッチの状態を選択します

注：これは ADC ではなく評価基板の機能です。これらのスイッチは、評価基板上の差動チャネル AIN2/AIN3 お
よび AIN4/AIN5 にのみ実装されているため、この選択はこれらのチャネルにのみ影響します

10 TDAC_SEL このステップでのテスト DAC 電圧の出力先を選択します
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表 4-1. 「Step Configuration」(ステップ構成) ページのパラメータ解説 (続き)
項目番号 パラメータ 説明

11 TDAC_VAL
このステップに使用するテスト DAC 電圧の値を入力します

注：テスト DAC の値はリファレンス電圧の一部であり、5 ビットのフィールドで、16 進数で入力する必要がありま

す

12 データ レート (SPS)
選択した OSR に対するデータ レート (上記 #5 参照)、クロック周波数、クロック モード

注：クロックモードは「General Config」(一般構成) タブで選択できます

13 フル スケール電圧

このステップのフルスケール電圧 (FSV) を計算します。ここで、FSV = リファレンス電圧 * 減衰

注：リファレンス電圧は「General Config」(一般構成) タブで設定でき、減衰係数は DEVICE_ID レジスタを読み

出すことで決定します

SEQ_MODE ドロップダウンから「Sequencer enabled: continuous mode」 (シーケンサ有効：連続モード) を選択して、

ADC シーケンサを有効にします。この構成を選択すると、複数のステップ オプションが表示されます。また、「Capture」

(キャプチャ) パラメータが「Samples」(サンプル) から「Sequences」(シーケンス) に変更されます。その結果、GUI はユー

ザーが定義した目的のシーケンス数分のデータをキャプチャして表示します。図 4-5 に、シーケンサを有効化した後の 

GUI の変更状況を示します。

図 4-5. ADS125H18 EVM GUI ADC キャプチャ ページ — シーケンサの有効化

シーケンサを有効にした後、図 4-6 には個々のステップをクリックして新しい「Step」(ステップ) タブを開く方法が示されま

す。同じステップを再度クリックすると、そのステップ タブが閉じます。これは、無効化できないステップ 0 以外のすべての

ステップに該当します。

図 4-4 で示し、表 4-1 で説明されているように、有効な各ステップを構成してください。

実装結果 www.ti.com/ja-jp
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図 4-6. ADS125H18 EVM GUI ADC キャプチャ ページ — 複数のシーケンス ステップの有効化
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4.2.2 評価基板レジスタ設定

図 4-7 に、ADS125H18 レジスタ マップの一部を示します。これらのレジスタを使用して、任意の ADC レジスタを構成

し、データ レートの設定、チャネル シーケンサの設定、統合機能の有効化などの機能を変更できます。各ビットをクリック

するか、「Value」(値) の列に直接入力するか、または「Field View」(フィールド ビュー) コントロールのドロップダウン メニ

ューから選択して、レジスタ設定を変更します。

図 4-7. ADS125H18 EVM GUI ナビゲーションとレジスタ マップ

図 4-8 には、ADS125H18 レジスタ マップ全体の統合ビューが示されています。ここには、「General」(一般) ページと

「Step」(ステップ) の全 32 ページが含まれています。「Register Map」(レジスタ マップ) セクションと「Field View」(フィー

ルド ビュー) セクションの間にあるスクロール バーを使用して、特定のステップ内の特定のレジスタに移動します。

実装結果 www.ti.com/ja-jp
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図 4-8. ADS125H18 EVM GUI レジスタ構成ページ — 全ステップ
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4.2.3 時間ドメイン表示

時間ドメイン表示ツールにより、特定の入力信号に対する ADC の応答を視覚的に確認できます。このツールは、ADC の
動作の検討や、ADC および駆動回路の重大な問題のデバッグに役立ちます。図 4-9 の「Capture」(キャプチャ) ボタン

で、ADS125H18 評価基板から選択したサンプル数のデータ キャプチャをトリガします。時間ドメイン プロットでは、x 軸
に 時間、y 軸にはデフォルトで指定されたリファレンス電圧に対する 電圧 が表示されます。

図 4-9 の下部にある「Measurements」(測定) コントロールは、コード範囲、平均コード、およびコードの標準偏差を計算

します。以後のセクションで説明されているいずれかの「Analysis」(分析) ツールにページを切り換えると、同じデータ セッ

トに対して計算が実行されます。

図 4-9. ADS125H18 EVM GUI 時間ドメイン ディスプレイ ページ

実装結果 www.ti.com/ja-jp
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4.2.4 周波数ドメイン表示

図 4-10 に示すスペクトル分析ツールは、ADS125H18 のダイナミック性能 (SNR、THD、SFDR、SINAD、ENOB) を評

価するためのものです。このダイナミック性能は、7 項 Blackman-Harris ウィンドウ設定を使用して、シングルトーン正弦

波信号の FFT 分析により算出されます。最後に、FFT ツールには、非コヒーレント サンプリングの影響を軽減するために

必要なウィンドウ処理オプションが含まれています (詳細は本ドキュメントでは割愛します)。7 項 Blackman-Harris ウィンド

ウはデフォルトのオプションであり、24 ビットの ADC の周波数成分を解決するのに十分なダイナミック レンジを備えてい

ます。「None」 (なし) のオプションは、ウィンドウを使用しない場合 (または長方形のウィンドウを使用する場合) に対応し

ており、推奨されません。

図 4-10. ADS125H18 EVM GUI 周波数ドメイン表示ページ
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4.2.5 ヒストグラム表示

ノイズは ADC 分解能の低下につながり、図 4-11 に示すヒストグラム ツールを使用して有効分解能を推定できます。有効

分解能は、DC 信号を測定するときに ADC に接続される各種ソースからのノイズに起因する ADC 分解能損失のビット数

を示します。入力駆動回路、リファレンス駆動回路、ADC 電源、ADC などのソースから ADC 出力へのノイズ結合の累積

的な影響は、特定のチャネルに印加される DC 入力を複数回変換することで得られる ADC 出力コード ヒストグラムの標

準偏差に反映されます。

図 4-11. ADS125H18 EVM GUI ヒストグラム表示ページ
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5 ハードウェア設計ファイル

このセクションには、ADS125H18 評価基板の回路図、PCB レイアウト、および部品表 (BOM) が含まれています。

5.1 回路図

図 5-1 ～ 図 5-4 に ADS125H18 評価基板の包括的な回路図を示します
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図 5-2. 評価基板のアナログ入力 AIN8 ～ AIN15
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図 5-3. 評価基板 ADC およびデジタル通信回路図
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図 5-4. 評価基板の電源、電圧リファレンス、外部クロック回路図
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5.2 PCB のレイアウト

図 5-5 ～ 図 5-8 に ADS125H18 評価基板の全 PCB 層のレイアウト図を示します

図 5-5. ADS125H18 評価基板 PCB レイアウト — 上面層

図 5-6. ADS125H18 評価基板 PCB レイアウト — グランド層 1
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図 5-7. ADS125H18 評価基板 PCB レイアウト — グランド層 2

図 5-8. ADS125H18 評価基板 PCB レイアウト — 底面層
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5.3 部品表 (BOM)
表 5-1 に ADS125H18 評価基板の部品表 (BOM) 一覧を示します。

表 5-1. ADS125H18 評価基板 BOM
記号 数量 値 説明 パッケージ記号 部品番号 メーカー

C1 1 47uF コンデンサ、セラミック、47uF、25V、±20%、X5R、1206_190 1206_190
C3216X5R1E476M160
AC

TDK

C2 1 47uF コンデンサ、セラミック、47uF、10V、±20%、X5R、0805 805
C2012X5R1A476M125
AC

TDK

C7、C22、C23、C27、

C29、C30、C33、C39、

C42
9 1uF

コンデンサ、セラミック、1μF、25V、±10%、X7R、AEC-Q200 グレ

ード 1、0603
603

CGA3E1X7R1E105K08
0AC

TDK

C10、C14、C15、C16、

C17、C18、C21、C28、

C37、C43、C45、C46、

C47、C48、C51、C53

16 100pF コンデンサ、セラミック、100pF、50V、± 5%、C0G/NP0、0603 603 C0603C101J5GAC Kemet

C24、C25、C34、C35、

C40、C41
6 1000pF コンデンサ、セラミック、1000pF、100V、± 5%、C0G/NP0、0603 603

GRM1885C2A102JA01
D

MuRata

C26、C59 2 0.1uF コンデンサ、セラミック、0.1uF、25V、±5%、X7R、0603 603 C0603C104J3RACTU Kemet

C50、C58 2 10uF コンデンサ、セラミック、10uF、25V、±10%、X7R、1206_190 1206_190 C1206C106K3RACTU Kemet

D1、D2 2 緑 LED、緑、SMD LED_0805 APT2012LZGCK Kingbright

D3、D4、D5、D6、D7、

D9、D10、D11、D12、

D13、D14、D19
12 11V ダイオード、ツェナー、11V、550mW、SMB SMB 1SMB5926BT3G ON Semiconductor

F1、F2、F3、F4、F5、

F6、F7、F8
8

ポリマー PTC リセット可能ヒューズ、30V、200mA Ih、表面実装 

1206 (3216 メートル)、コンケーブ
1206 nanoASMDCH020F-2 Littelfuse

FID1、FID2、FID3 3 フィデューシャル マーク。購入または取り付け不要。 該当なし 該当なし 該当なし

H1、H2 2 丸型スタンドオフ M3 スチール 5mm
丸型スタンドオフ M3 スチ

ール 5mm
9774050360R Wurth Elektronik

H3、H4、H5、H6 4 Bumpon、円筒形、0.312 × 0.200、黒 Black Bumpon SJ61A1 3M

H7、H8 2 ナベ小ねじ、十字ねじ M3 RM3X4MM 2701 APM HEXSEAL

J1、J2、J4、J9、J12、

J14、J16、J17
8 端子台、3.5mm、2x1、錫、TH

レセプタクル、3.5mm、

2x1、TH
6.91214E+11 Wurth Elektronik
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表 5-1. ADS125H18 評価基板 BOM (続き)
記号 数量 値 説明 パッケージ記号 部品番号 メーカー

J10 1 ヘッダ、100mil、8x2、金、TH 8x2 ヘッダー TSW-108-07G-D Samtec

J11 1 ヘッダ (シールド付き)、19.7mil、30x2、金、SMT
ヘッダ (シールド付き)、
19.7mil、30x2、SMT

QTH-030-01L-D-A Samtec

JP1 1 ヘッダ、100mil、3x1、金、TH 3x1 ヘッダー TSW-103-07G-S Samtec

JP2、JP3 2 ヘッダ、100mil、2x1、金、TH 2x1 ヘッダー TSW-102-07G-S Samtec

K1、K2 2
リレー SSR、1mA 1.75V DC 入力、2A 60V AC/DC 出力、4 ピン 

SOP、チューブ
SOP4 AQY232G3HS Panasonic

R1、R57 2 6.65k RES、6.65k、1%、0.063W、AEC-Q200 グレード 0、0402 402 CRCW04026K65FKED Vishay-Dale

R2 1 0.1 RES、0、1%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0.1、0603 603 ERJ-3RSFR10V Panasonic

R3、R9、R38、R59、R65 5 0 RES、0、5%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、0603 603 CRCW06030000Z0EA Vishay-Dale

R11、R13、R14、R17、

R25、R31、R43、R55
8 249 RES、 249、0.1%、0.25W、1206 1206 TNPW1206249RBEEA Vishay-Dale

R12、R18、R19、R20、

R21、R22、R24、R26、

R29、R35、R44、R46、

R47、R48、R49、R56

16 100 RES、 100、0.1%、0.1W、0603 603 RG1608P-101B-T5 Susumu Co Ltd

R16、R53、R54 3 0 RES、0、5%、0.25W、AEC-Q200 グレード 0、1206 1206 ERJ-8GEY0R00V Panasonic

R27、R40 2 340 RES、 340、0.1%、0.1W、0603 603 RT0603BRD07340RL Yageo America

R28、R30、R32、R37、

R42、R45、R68
7 49.9 RES、 49.9、0.5%、0.1W、0603 603 RT0603DRE0749R9L Yageo America

R34、R36、R58 3 10.0k RES、10.0k、1%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、0603 603 CRCW060310K0FKEA Vishay-Dale

SH-J1、SH-J2、SH-J3 3 1x2 シャント、100mil、フラッシュ ゴールド、黒
クローズド トップ 100mil 
シャント

SPC02SYAN
Sullins Connector 
Solutions

TP1、TP2 2 端子、タレット、TH、ダブル Keystone1593-2 1593-2 Keystone

U1 1
36V、1A、4.17μVRMS、RF 低ドロップアウト (LDO) 電圧レギュレ

ータ、RGW0020A (VQFN-20)
RGW0020A TPS7A4700RGWR テキサス・インスツルメンツ

U10 1 シングル シュミットトリガ バッファ、DCK0005A、小型 T&R DCK0005A SN74LVC1G17DCKT テキサス・インスツルメンツ

U12 1 ADS125H18IRHBR VQFN36 ADS125H18IRHBR テキサス・インスツルメンツ

U21 1 I2C BUS EEPROM (2 線式)、TSSOP-B8 TSSOP-8 BR24G32FVT-3AGE2 Rohm
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表 5-1. ADS125H18 評価基板 BOM (続き)
記号 数量 値 説明 パッケージ記号 部品番号 メーカー

C3、C4、C5、C6、C9、

C13、C19、C20、C31、

C36、C44、C49、C52、

C54、C55、C56、C57、

C62

0 0.01uF コンデンサ、セラミック、0.01uF、100V、± 1%、C0G/NP0、0805 805 C0805C103F1GACTU Kemet

C8、C60、C61 0 10uF コンデンサ、セラミック、10uF、25V、±10%、X7R、1206_190 1206_190 C1206C106K3RACTU Kemet

C11 0 22uF コンデンサ、セラミック、22µF、25V、±10%、X7R、1210 1210 CL32B226KAJNFNE
Samsung Electro-
Mechanics

C12 0 1uF
コンデンサ、セラミック、1μF、25V、±10%、X7R、AEC-Q200 グレ

ード 1、0603
603

CGA3E1X7R1E105K08
0AC

TDK

C32、C38 0 1000pF コンデンサ、セラミック、1000pF、100V、± 5%、C0G/NP0、0603 603
GRM1885C2A102JA01
D

MuRata

D8 0 3V ダイオード、ツェナー、3V、500mW、SOD-123 SOD-123 MMSZ4683T1G ON Semiconductor

D15、D16、D17、D18 0 11V ダイオード、ツェナー、11V、550mW、SMB SMB 1SMB5926BT3G ON Semiconductor

J3 0 端子台、3.5mm、3x1、錫、TH
端子台、3.5mm、3x1、

錫、TH
6.91214E+11 Wurth Elektronik

J5、J6、J8、J13、J15 0 ヘッダ、100mil、1x1、金、TH
ヘッダ、1x1、2x54mm、

TH
HTSW-101-09G-S Samtec

J7 0 SMA ストレート ジャック、金、50Ω、TH
SMA ストレート ジャック、

TH
901-144-8RFX Amphenol RF

R4 0 0.047 RES、0.047、1%、0.1W、AEC-Q200 グレード 1、0603 603 ERJ-L03KF47MV Panasonic

R5、R6、R7、R8、R23、

R39、R62、R66
0 0 RES、0、5%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、0603 603 CRCW06030000Z0EA Vishay-Dale

R10 0 120k RES、120k、0.1%、0.1W、0603 603 RG1608P-124B-T5 Susumu Co Ltd

R33、R63 0 10.0k RES、10.0k、1%、0.1W、AEC-Q200 グレード 0、0603 603 CRCW060310K0FKEA Vishay-Dale

R41、R67 0 49.9 RES、 49.9、0.5%、0.1W、0603 603 RT0603DRE0749R9L Yageo America

R50、R51 0 249 RES、 249、0.1%、0.25W、1206 1206 TNPW1206249RBEEA Vishay-Dale

R60 0 0 RES、0、5%、0.25W、AEC-Q200 グレード 0、1206 1206 ERJ-8GEY0R00V Panasonic

R64 0 11.3k RES、11.3k、1%、0.1W、0603 603 RC0603FR-0711K3L Yageo
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表 5-1. ADS125H18 評価基板 BOM (続き)
記号 数量 値 説明 パッケージ記号 部品番号 メーカー

U2、U3、U4、U5、U7、

U8、U9、U11、U13、

U14、U15、U16、U17、

U18、U19、U20

0
33V、双方向フラットクランプ サージ保護デバイス、DRB0008A 
(VSON-8)

DRB0008A TVS3301DRBR テキサス・インスツルメンツ

U6 0
5ppm/℃、高帯域幅バッファ内蔵の高精度電圧リファレンス、

DGK0008A (VSSOP-8)
DGK0008A REF6025IDGKR テキサス・インスツルメンツ

U22 0
シングル出力高 PSRR LDO、200mA、可変 –1.18 ～ -33V 出
力、-3 ～ -36V 入力、超低ノイズ、8 ピン MSOP (DGN)、–40 ～ 

125℃、グリーン (RoHS、Sb/Br フリー)
DGN0008D TPS7A3001DGNR テキサス・インスツルメンツ
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6 追加情報

6.1 商標

すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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重要なお知らせと免責事項
TI は、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーションや
設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
かかわらず拒否します。
これらのリソースは、TI 製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーションに適した 
TI 製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種規格や、その他のあら
ゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプ
リケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載す
ることは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを
自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI 
は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
ません。 TI がカスタム、またはカスタマー仕様として明示的に指定していない限り、TI の製品は標準的なカタログに掲載される汎用機器
です。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案する場合も、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。
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